
事業実施報告書 

       

                   法人名   特定非営利活動法人あいアイ  

事業   

名 
アート創作活動と販路の整備を通じた障がい者の働きがい創出事業 

助成枠

の種類 

特定分野事業ネーミング枠 

（浦和競馬 SDGｓプロジェクト 働きがい推進支援事業） 

1. 事 業

の目的 

今回の事業実施に当たっては次の 2つの項目の達成を目標としました 

① 地域の障がい者に対し、アート作品を制作し販売するという一連の流れを

整備することにより、多様な働き方を創出する。 

② 一人でも多くの人に障がい者の描く個性あふれるアート作品を知ってもら

う。 

2. 事 業

で 取 り

組 ん だ

地 域 や

社 会 の

課題 

 

今回の事業で取り組んだ地域や社会の課題は次の４つです。 

① 障がい者アートについて社会の認知を高める。 

② 障がい者アートの活用領域の拡大。 

③ 絵画の収益の障がい者への還元。 

④ ＥＣサイトを活用した多様な販売体制の構築と支援企業の拡大による自立

支援体制の強化。 

3. 取 り

組 ん だ

事 業 の

具 体 的

な内容・

実 施 結

果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①障がい者によるアート作品作り 

 今回のネーミングを頂いた浦和競馬様のご厚意で実際に競馬場の観戦を実

施させて頂き、競走馬を見ながら写生会を行うことで迫力のある作品を完

成させることが出来た。 

 

②障がい者アートの活用領域の拡大 

 これまであいアイではＷＥＢの活用が課題であったが計画していた念願の

EC サイトが構築でき新しい発信の場が加わった。 

 

③「絵画の収益の障がい者への還元」および④「EC サイトを活用した多様な販

売体制の構築と支援企業の拡大による自立支援体制の強化」については、次

項 4.の事業実施により達成した成果の具体的な内容に記載します。 

 

時期 内容 

７月 EC サイトの骨子の打ち合わせ 

８月 EC サイトの骨子の打ち合わせ 

９月 写生会の計画・掲載作品の打ち合わせ 

１０月 写生会の作品仕上げ 



 

 

 

１１月 EC サイト構築素材提供 

１２月 EC サイトの詳細打ち合わせ 

１月 EC サイトスタート 

著作権法務勉強会に参加、契約書整備の実施 

２月 ES サイトの拡大施策の検討、打ち合わせ 

 

○広報実績について 

● SNS（Facebook）による情報発信 

 川越ラジオでの活動紹介 

 

＜以下、依頼中案件＞ 

 川越市広報誌への掲載依頼 

 川越商工会議所広報誌への紹介依頼 

 

4. 事 業

実 施 に

よ り 達

成 し た

成 果 の

具 体 的

な内容 

 

 

作品を収益化し障がい者アーティストへ収益として還元するという最終的

な目標達成に向け、次のことが達成できたと考えます。 

 

 ＥＣサイトを構築することで、障がい者アーティストの作品販売の機会を

拡大することが出来た。 

（現在はＴシャツと缶バッチを販売しているが次のステップで浦和競馬場

をモチーフにしたマグカップとトートバックの追加を予定している。） 

 写生会で出来上がった作品を紹介する中で企画会社（ヘラルボニー）へ作

品供給が決定し、松竹ビルの仮囲いに採用頂いた。 

また、岩手県で合同作品展も開催し 2枚の作品の販売ができた。 

 浦和競馬様との関係構築の中で、障がい者の作品活用を模索している協会

（オーストリア・アルベルト・シュバイツァー協会）をご紹介いただき双

方で協力しながら企業への絵画レンタル事業を計画している。 

 雑誌エールの表への採用が決まり、四半期ごとに作品を買い上げて頂くこ

とになった。（実施期間としては 2作品） 

 

これらは、これまで私たちが成し得られなかったことで今回の助成金の採択

によって世界観の広がりを感じています。 

 

5. 費 用
面 で の
工夫 
 

 写生会などの移動手段はできるだけ自分の施設の車輛を使うなど経費の削

減に努めた。 

 作品のサンプル制作については支援企業に協力いただき費用面のコストダ

ウンを図った。 



6. 地 域
社 会 へ
の 還 元
に つ い
て 
 

 障がい者の自立にはアーティストとしての収入の獲得が必要であり、実施

期間内としては①商業ビル仮囲い：36,564 円②雑誌表絵：20,000 円③絵

画販売：92,400 円、 

④缶バッチ：27,500 円と、合計：176,464 円の売上があり、障がい者アー

ティストに収益の一部を還元するとともに、事業実施による収入としても

次表の通り 35,293 円計上することが出来た。 

 

 

 T シャツは季節的なこともありまだ成約はないが商談は入っており今後に

期待している。 

 EC サイトの活用は、まだ、開始から 1か月で今後さらに活動を拡大し支

援の輪を広げて行ってゆきたい。 

 

7. 来 年

度 以 降

ど う 事

業 を 継

続 し 発

展 さ せ

て い く

か 

 
 

 

今回、念願であったＥＣサイトが構築できたことで対外的なアプローチがと

ても分りやすく、特に企業への提案がしやすくなったと感じています。 

来年度以降は、掲載する商品や作品数をさらに拡大したいと思いますが、単

なる販売目的ではなく障がい者アートの認知を広げるネット上での広場とし

て活用していきたいと考えます。 

今回の活動の中で関係が構築出来たり、ご紹介頂いた企業や団体様はどこも

大変魅力的で、これから私たちが活動する上での大きな財産として、更なる関

係の深耕を図ってゆく考えです。 

 


